
(白球の世紀)１０２年前の球児・ジョンを訪ねて                

祖国に帰っても、日本と野球を愛した    2018年 1月 4日 
高校野球１００回の歴史 

 １０２年前、大阪・豊中グラウンドを沸かせた、米

国人球児がいた。前年に始まった全国中等学校優勝野

球大会（現全国高校野球選手権大会）で優勝した慶応

普通部（現慶応）の一塁手ジョン・ダン選手。だが、１

世紀の時は、彼の活躍を球史に埋もれさせた。大会が

今夏１００回を迎えるのを機に、大会初の外国籍選手

の足跡を追った。（編集委員・永井靖二） 

手前左でグラブを持つのが慶応普通部の一塁手ジョン・ダ

ン選手と思われる＝１９１６年８月、大阪・豊中グラウンド  

 

 全国中等学校優勝野球大会の盛況を記す１９１６年８月１８日付大阪朝日新聞に「人気なジョ

ン君」と見出しがついた、慶応普通部の初戦を取り上げた記事がある。 

 ――ミスター、ジョン君がバットを担（かつ）いでプレート（打席）に立つと、観客は大喜び「ジ

ョン緊（しっか）り！異人さん旨（うま）くやって呉（く）れ」と物凄（ものすご）い人気……。 

 ■慶応Ｖに貢献 

 ジョンは２番打者の一塁手として出場し、優勝に貢献。２回戦で敗退した第３回大会にも出場し

た。 

 大会の人気者だった彼も１００年を経て、母校にすら消息を知る人はいなくなった。慶応（神奈

川）の現部長七條義夫(57)は「気にはなっていたが、謎の人物だった」と話す。 

 ２０１５年５月２８日、彼の写真を紹介した小さな記事が朝日新聞に載ると、札幌市南区にある

「エドウィン・ダン記念館」説明員の園家（そのけ）広子(67)は、彼がエドウィンの三男だと気付

く。その物語はＪＲ北海道の車内誌に紹介され、目にした慶応ＯＢを通じて七條にも伝わった。 

 エドウィンは「北海道の酪農の父」と呼ばれる。米オハイオ州出身。１８７３（明治６）年に来

日したお雇い外国人で、北海道で真駒内（まこまない）牧牛場や新冠（にいかっぷ）牧場を整備す

るなど酪農の基盤を築いた。生涯２回いずれも日本人女性と結婚し、１女４男をもうけた。ジョン

は１９００年２月２６日生まれ。青年時代は、慶応義塾で学んだ。 

 ■米で技術者に 

 ジョンの異母姉ヘレンは幼時に米国へ。長男エドウィン・ダン・ジュニアと次男ジェームスは日

本国籍を取得。作家の芥川龍之介と兄弟が一緒の写真も残る。ジョンと末弟アンガスは１９２０年
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ごろ米国へ渡り、ジョンは技術者として製鉄所で働いた。 

 昨年１２月中旬、記者はジョンが働いていた米オハイオ州のウォーレン製鉄所の所在地を訪ね

た。街は以前は製鉄で栄えたが次々閉鎖された。一帯は「ラストベルト」（さびついた工業地帯）

と呼ばれる。 

 製鉄所は更地になっていた。折からの雪で白く染められた跡地に、看板と引き込み線が残ってい

た。 

 ニュージャージー州にジョンの弟アンガスの次女ド

ロレス・ダン(82)が健在だった。ドロレスはジョンに

ついて、「とてもハンサムで優しい伯父さんでした」と

語り始めた。 

 日米開戦時すでに４０歳前後だった２人は軍隊へ入

ることはなかった。父アンガスは戦時中は米陸軍の兵

器工場で肉体労働に従事したという。「日系人は他に仕

事がなかったのでしょう。金属関係の仕事をしていた

伯父さんも、戦時中は肩身が狭かったと思います」。１

９５１年９月、サンフランシスコ講和条約のニュース

がうれしかった。 

ドロレスさんと、ドロレスさんの長男ゲーリーさん＝２０

１７年１２月１２日、永井靖二撮影  

 ■訪米団を歓待 

 ジョンは米国でも、日本と野球を愛し続けたようだ。 

 川崎製鉄（現ＪＦＥスチール）は５７年、ウォーレン製鉄所に技術団を送った。受け入れ役が、

冶金（やきん）管理部長のジョンだった。ジョンは一行を歓待。自宅へ招いてエビの天ぷらをごち

そうし、手作りの碁盤を用意したと、川鉄会長の岩村英郎は８８年５月１９日付の日経新聞「私の

履歴書」で回顧している。 

 ジョンは老後フロリダへ移住し、７６年１０月に死去。アンガスも７５年２月に亡くなった。ジ

ョンの娘ヘレンは既に亡く、２００８年に訪米した園家に「ジョン伯父さんは野球好きだった」と

語ったアンガスの長女アリスも、昨年１０月死去している。 

 ドロレスは「酪農で名をなした祖父とともに、野球で活躍した伯父を誇りに思う。親族が日米両

国で生活し、こうして家族の歴史を聞けることが、最高の贈り物です」と語った。＝敬称略 

 ■当時のチーム「開明気風」 

 第２回大会で優勝した慶応普通部には、異色の顔がさらにいた。腰本寿監督は、ハワイ出身の日

系移民２世。外野手兼投手の河野元彦は、両親が日本人とドイツ人の日本籍だ。 

 主将でエースだった山口昇は、進学した慶応大を約半年でやめ、製糖会社の野球部に誘われ台湾

へ。帰国後は名古屋で、販売会社の愛知トヨタの創業者となった。 

 山口の孫で同社社長の山口真史（まさし）(46)は「米国人選手が仲間にいるなど、祖父のチーム

には開明的な気風があった。乗用車の普及に挑む際、チームワークや苦境での身の処し方など、野

球での体験が影響を与えたと思う」と語る。 

 ■ありがとう 夏１００回 これからも 

 大阪の豊中グラウンドで始まった大会は、兵庫の鳴尾、甲子園と球場を変え成長し、「一スポー

ツ大会」を超えた国民的行事となりました。 

 大会は、戦争による中断を挟みながらも、今夏１００回を迎えます。９日付から、選手のその後

や当時の世相から日本の近現代史を考える連載「白球の世紀」を始めます。 

 

朝日新聞デジタルに掲載の記事・写真の無断転載を禁じます。すべての内容は日本の著作権法並びに国際条約により保護されてい

ます。 
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